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	講演の概要

森林を想像してください。雨が降り、それを枝や葉が受け止め、蒸発により大気に戻します。枝や葉で受け止められなかった分の水は地表面に到達します。地面を浸透していく水のうち、ある分は根に吸収され、ある分は地下水にまで辿り着きます。浸透できなかった水は地表面を流れることもあります。根に吸収された水は幹の中を伝って葉にまで辿り着き、葉の表面にある気孔と呼ばれる穴から大気へ蒸発していきます。ここで大事なことは、気孔はそもそも光合成の材料となる二酸化炭素を葉の中に取り入れる穴でもあるということです。しかし、水は生物にとって必要不可欠なもので、できれば大事にしておきたいものです。植物にとっては、土が乾燥したときは、なおのこと大事にしておきたいもので、そんなとき水を守るため気孔を閉じることになります。そうなれば二酸化炭素も入って来なくなるので光合成ができなくなります。ここでは光合成という植物にとって最も重要な機能を話題にしましたが、このように森林の中の水の動きは樹木の生き方を左右しているのです。

さて、熱帯地域で森林が成立している場所は、高温湿潤なところです。温度は樹木の生き方にそれほどの影響を与えません。しかし、水に関してはそうはいかないのです。熱帯林地域でも雨林域と季節林域があり、植物が利用できる水の在り方は実に様々なのです。特に東南アジア熱帯林地域での、雨の降り方、植物の水の利用の仕方は特殊であると言っても良いでしょう。もちろん、それに伴って森の生き様も特別なものになります。本講演では、特に東南アジア熱帯林の水と森の生き様の特別な関係を例に挙げながら、「水の動きが生態系をコントロールする」という視点で生態系を見つめる学問「生態水文学」についてお話したいと思います。
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